[t-deposit]と同等の役割をするusrtally.fの例題

2015/10/12: EGSモードに対応させました。
[bookmark: _GoBack]
全てのエネルギー付与に関連するイベントを[t-userdefined]のfileで指定したファイル(userdefined.out)に書き出します。そのファイルの最後に書き出される「Total Deposition Energy (MeV/source)」が，1ヒストリ当たりの全付与エネルギーとなります。この値がdeposit.outのsum overと一致するようになっています。

[t-deposit]ではncol>=5かつイベントの前後でエネルギーが異なるときに，前のエネルギーe(no)と現在のエネルギーec(no)の差分を付与エネルギーEdepとして計算します。ただし，電子輸送の場合は，２次電子の寄与が入るので特殊な係数dedxfdが掛かります。

実際にエネルギー付与するポイントは，（X_old,Y_old,Z_old）と（X_new,Y_new,Z_new）を結んだ線分上となります。ただし，核反応で生成されたカットオフ粒子のエネルギー付与の場所は，（X_new,Y_new,Z_new）付近となります。

特定の粒子や領域での付与エネルギーを計算したい場合は，粒子kfコードktypやセル番号iblz1に関してif文で条件を付けてください。


